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第
九
代
藩
主
真
田
幸
教
の
「
家
」
戦
略

佐

藤

宏

之

は
じ
め
に

第
九
代
藩
主
真
田
幸
教
は
、
藩
主
就
任
か
ら
間
も
な
い
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
か

ら
同
六
年
に
か
け
て
、「
政
治
心
得
」
八
点
（
い
ず
れ
も
年
未
詳
）、「
遺
訓
」
五
点
、

一
七
種
の
書
物
（
第
１
表
）
を
自
ら
著
し
た
稀
有
な
存
在
と
し
て
知
ら
れ
る
（
１
）
。

幸
教
が
藩
主
に
就
任
し
た
時
期
は
、
藩
内
は
ま
さ
に
家
中
を
二
分
す
る
騒
動
の
最
中

に
あ
っ
た
。
松
代
藩
は
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に

か
け
て
、
尊
王
攘
夷
を
主
張
す
る
恩
田
頼
母
派
と
公
武
合
体
を
主
張
す
る
真
田
志
摩
派

に
よ
る
抗
争
が
起
き
て
い
た
。
幕
府
老
中
で
あ
っ
た
八
代
藩
主
真
田
幸
貫
は
、
藩
政
改

革
を
行
う
に
あ
た
り
恩
田
頼
母
を
重
用
し
、
成
果
を
上
げ
る
も
の
の
、
藩
財
政
の
回
復

ま
で
に
は
至
ら
ず
、
今
度
は
真
田
志
摩
が
藩
政
を
執
り
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
真
田
幸

教
が
藩
主
と
な
る
と
、
こ
の
対
立
は
後
継
者
問
題
と
絡
ん
で
、
藩
政
を
交
互
に
執
り
行

う
大
騒
動
と
な
る
（
２
）
。

「
政
庭
遺
鏡
」・「
政
庭
夜
話
」・「
政
庭
筆
談
」・「
議
政
」・「
政
鑑
」・「
図
国
全
書
」

と
、
も
っ
と
も
多
く
の
書
物
で
紙
面
を
割
か
れ
て
い
る
事
柄
は
真
田
志
摩
一
件
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。「
政
庭
微
茎
」
で
は
、
こ
の
一
件
を
松
代
藩
に
と
っ
て
「
三
大
凶
件
」

の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、「
政
庭
遺
鏡
」
で
は
、
こ
の
志
摩
を
「
先
代

様
御
時
勢
、
格
別
ニ
御
抜
擢
有
之
御
登
庸
之
処
」
と
、
幸
貫
の
代
に
抜
擢
、
登
用
さ
れ

た
人
物
で
あ
る
が
、「
厚
恩
を
奉
忘
却
候
、
段
々
暴
逆
候
趣
意
ニ
申
矯
唱
へ
、
一
列
異

見
を
不
用
、
我
意
殊
暴
放
□
跋
扈
増
長
ニ
及
ヒ
申
候
事
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
「
遂
ニ
君
威
ニ
当
ル
の
勢
を
逞
シ
」、「
上
を
欺
犯
国
を
危
殆
ニ
及
セ
候
、
其
罪
容
易

不
成
事
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
政
庭
夜
話
」
に
お
い
て
、
真
田
志
摩
の

排
除
理
由
と
し
て
、
第
一
に
「
国
家
保
守
、
無
窮
之
害
を
除
度
」
と
、
国
家
を
守
り
、

永
遠
の
害
を
除
く
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
「
祖
先
・
先
君
等
之
大
孝
義
を
顕
度
」
と
、

祖
先
か
ら
幸
貫
ま
で
に
大
孝
義
を
顕
わ
す
こ
と
、
第
三
に
「
典
刑
・
紀
綱
相
立
候
而
已

来
、
忠
党
之
開
道
、
侫
奸
・
賊
逆
・
私
曲
之
道
を
絶
度
」
と
、
典
刑
・
紀
綱
が
立
っ
て

以
来
、「
忠
党
之
道
」
が
開
い
て
い
る
た
め
、「
侫
奸
・
賊
逆
・
私
曲
之
道
」
を
絶
つ
こ

と
、
第
四
に
「
人
心
之
衰
頽
、
国
家
安
危
時
勢
之
成
行
気
遣
之
事
」
と
、
人
心
の
衰

退
、
国
家
の
安
危
を
気
遣
う
こ
と
、
第
五
に
「
頼
母
・
主
水
両
人
を
登
用
ニ
付
而
も
自

分
初
志
摩
与
は
相
仇
と
す
る
之
勢
無
之
」
と
、
恩
田
頼
母
・
望
月
主
水
を
登
用
し
て

も
、
志
摩
に
仇
と
す
る
勢
い
が
な
い
こ
と
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

「（
幸
教
公
書
付
（
３
）
）」
で
は
、
近
ご
ろ
、「
奸
曲
邪
賊
の
も
の
」
が
多
く
な
り
、
政
治
に

と
っ
て
害
が
多
く
不
安
で
あ
り
、
こ
れ
ら
私
利
私
欲
に
走
っ
て
妻
子
を
顧
み
ず
、
国
家

を
傾
か
せ
、
政
治
を
乱
す
者
を
国
家
の
興
隆
の
た
め
に
藩
政
か
ら
排
除
し
た
い
と
、
藩

士
の
実
名
二
六
名
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
真
田
志
摩
の
名
が
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
著
作
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
真
田
志
摩
一
件
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
の
は
、「
研
究
、
勘
考
、
憐
家
不
有
之
度
事
ニ
候
」
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
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る
。し

た
が
っ
て
、
藩
の
現
状
に
苦
悩
し
た
幸
教
は
、
苦
悩
す
る
が
故
に
、「
政
治
心

得
」、「
遺
訓
」、
著
作
を
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
政
治
心
得
」
は
、
現
在
急
務
の

こ
と
を
書
き
連
ね
た
も
の
、
お
よ
び
「
国
家
之
大
根
（＝

命
政
之
道
）」、「
国
家
を
治

め
候
根
元
」、「
国
を
治
め
候
道
」
と
は
な
に
か
、
そ
の
た
め
に
な
に
が
必
要
な
の
か
、

論
じ
た
も
の
で
あ
り
、「
忠
勇
無
二
之
士
」
を
得
る
た
め
の
制
度
を
作
る
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、「
遺
訓
」
は
、「
政
事
の
一
端
」
を
筆
記
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
る
べ
き
国
家
（
藩
）
像
、
あ
る
べ
き
家
臣
像
、
父
子
・
君
臣
関
係
な
ど
の
理
想
像
を

提
示
し
た
。

さ
ら
に
、
幸
教
の
著
作
は
、
現
実
に
直
面
す
る
（
あ
る
い
は
、
直
面
し
た
）
問
題
や

自
身
の
安
危
を
、
旧
記
な
ど
の
日
記
・
書
類
な
ど
か
ら
略
記
・
抜
粋
し
、「
政
治
の
一

助
」、「
後
世
之
為
戒
」
と
す
る
た
め
に
著
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

幸
教
自
身
、「
政
事
与
申
も
の
ニ
中
々
事
多
く
、
寸
心
忠
孝
・
信
義
ニ
も
述
度
候
得

共
、
何
分
元
来
病
身
故
成
気
力
も
衰
江
思
様
ニ
事
務
・
雑
務
候
間
何
与
歟
取
斗
方
建
議

頼
存
候
義
、
扨
誰
れ
ニ
て
も
仁
義
聖
賢
之
道
を
□
候
節
は
、
治
国
之
事
も
易
く
有
之
可

申
、
自
分
微
力
ニ
而
善
悪
与
も
人
心
之
世
ニ
得
失
と
も
ニ
実
ニ
力
ニ
不
及
、
是
等
検
察

給
度
候
」（「
議
政
（
４
）
」）
と
、
政
治
に
対
し
て
述
べ
た
き
こ
と
が
あ
る
が
、
元
来
病
身
ゆ

え
に
気
力
も
衰
え
、
思
う
よ
う
に
取
り
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
が
微
力
で
あ

る
た
め
、
善
悪
や
得
失
と
も
に
力
が
及
ば
す
、
こ
れ
ら
を
検
察
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
執
筆
動
機
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
執
筆
当
時
か
ら
す
で
に
読
者
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
読
者
に
よ
っ
て
誤
り
や
不
正
の
有
無
な
ど
が
調
べ
ら
れ
、
の
ち
に
記

述
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
政
治
心
得
」、「
遺
訓
」、
著
作
は
、
幸
教
が
御
家
を
如
何
に

存
続
さ
せ
る
か
と
い
う
明
確
な
課
題
を
も
っ
て
著
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

家
中
騒
動
に
「
苦
悩
し
た
」
幸
教
は
、
自
身
の
著
作
活
動
を
通
じ
て
「
物
言
う
大

名
」
と
し
て
戦
略
的
に
「
御
家
」
意
識
を
醸
成
し
、
そ
れ
を
意
識
化
さ
せ
た
。
そ
れ

は
、
三
世
代
あ
る
い
は
四
世
代
後
に
ま
で
家
産
な
ど
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
視
野
に

入
れ
て
、
制
度
や
慣
習
な
ど
を
運
用
す
る
、
い
わ
ば
「
家
」
戦
略
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
（
５
）
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
家
」
戦
略
の
な
か
で
、
幸
教
自
身
が
な
に
を
考
え
、
な
に
を
構

想
し
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
著
作
の
な
か
か
ら
、
彼
の
意
識
や
思
想
の
一

端
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。

一

真
田
幸
教
に
つ
い
て

本
稿
の
主
人
公
で
あ
る
真
田
幸
教
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
二
月
十
三
日
、
父

幸
良
と
母
村
上
チ
エ
（
順
操
院
）
の
間
に
生
ま
れ
る
。
父
幸
良
は
、「
幸
貫
未
だ
実
家

に
あ
り
し
時
の
妾
腹
の
子
な
る
も
公
儀
へ
は
定
信
の
末
男
幸
貫
の
養
子
と
届
出
づ
（
６
）

」

と
、
松
平
定
信
の
二
男
で
あ
る
八
代
藩
主
幸
貫
が
、
ま
だ
実
家
に
い
る
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
に
誕
生
し
、
幕
府
へ
は
定
信
の
子
と
し
て
届
け
ら
れ
、
の
ち
に
幸
貫
の

養
子
と
な
る
。
し
か
し
、
幸
良
は
藩
主
に
就
任
す
る
こ
と
な
く
幸
貫
に
先
立
っ
て
天
保

一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
没
し
て
し
ま
う
た
め
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
五
月
六
日

に
幸
教
が
九
代
藩
主
と
し
て
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
（
７
）
。

幸
教
自
身
、
藩
政
を
預
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
不
肖
の
身
ニ
て
猥
り

ニ
大
任
を
取
り
候
事
」
は
「
戦
慄
之
処
」
で
あ
り
、「
根
来
才
弱
力
」
ゆ
え
に
「
大
任

（
真
田
幸
貫
）

を
視
候
ニ
不
堪
之
処
」
と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
先
君
之
厚
き
御
意
」

を
蒙
り
、「
不
肖
之
自
分
を
慎
謹
誠
実
ニ
し
て
大
事
を
視
候
ニ
至
り
候
旨
厚
き
御
目
鏡

を
蒙
り
候
ニ
御
細
々
ニ
御
教
戒
を
蒙
り
」、
そ
れ
以
来
「
国
務
之
大
事
江
厚
ク
心
を
用

ル
寸
遍
も
」
怠
ら
な
か
っ
た
と
い
う
（
８
）
。

ま
た
、
嘉
永
六
年
八
月
に
は
浦
賀
近
海
上
を
警
備
し
、
安
政
元
年
七
月
に
は
ペ
リ
ー

来
航
に
つ
き
横
浜
応
接
所
を
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
は
和
宮
降
嫁
に
つ
き
中
山
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道
和
田
宿
（
現
、
長
野
県
小
県
郡
長
和
町
和
田
）
か
ら
沓
掛
宿
（
現
、
長
野
県
北
佐
久

郡
軽
井
沢
町
中
軽
井
沢
）
ま
で
を
、
文
久
三
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
船
が
江
戸
湾
に
来
航
し

た
た
め
横
浜
を
警
衛
し
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
に
は
京
都
に
入
り
御
所
の
警

衛
を
行
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、
長
州
征
伐
の
た
め
大
坂
警
衛
に
か
わ
り
、
大
坂
か
ら
松

代
に
帰
っ
て
き
た
の
は
元
治
二
年
二
月
二
〇
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
幕
府
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
役
が
課
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
一
方
で
、
安
政
元
年
三
月
か
ら
翌
年
十
一

月
に
か
け
て
「
浮
腫
」
の
治
療
を
行
っ
た
り
（
９
）
、
文
久
三
年
に
は
不
快
の
た
め
、
幕
府
か

ら
在
所
養
生
が
許
可
さ
れ
た
り
、
横
浜
警
衛
の
た
め
に
出
府
し
た
が
病
気
の
た
め
帰

邑
、
さ
ら
に
病
気
の
た
め
出
府
を
免
じ
ら
れ
る
な
ど
、
幸
教
は
病
に
臥
せ
て
い
る
。
幸

教
は
「
素
�
多
病
ニ
て
暑
寒
之
酷
前
な
ル
時
分
は
毎
ニ
不
快
」
で
あ
り
、「
全
軟
弱
虚

疲
之
生
故
之
事
と
歎
涙
之
次
第
ニ
候
」
と
い
う
健
康
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

幸
教
自
身
、「
自
分
抔
不
肖
の
身
ニ
て
は
返
而
先
祖
之
名
下
候
と
も
興
隆
之
事
無
覚

束
」、「
素
国
家
を
治
め
候
器
に
無
之
も
の
が
何
様
黽
勉
候
と
も
素
々
治
不
可
得
之
事
」

に
て
は
「
先
君
江
之
不
孝
、
先
祖
江
之
不
忠
」
と
心
得
て
い
た
（
１０
）
。
藩
主
と
な
る
人
物
の

器
量
が
、
家
名
や
御
家
の
興
隆
、
先
君
へ
の
不
孝
、
先
祖
へ
の
不
忠
と
密
接
に
関
わ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
幸
教
の
「
御
家
」
意
識
が
知
ら
れ
よ
う
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
三
月
九
日
に
幸
教
は
退
隠
し
て
、
伊
予
国
宇
和
島
藩
主
伊

達
宗
城
の
長
男
保
麿
（
の
ち
に
幸
民
）
が
松
代
藩
を
襲
封
す
る
。
藩
主
在
任
期
間
は
一

五
年
で
あ
っ
た
。
幸
教
は
、
こ
の
三
年
後
の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
〇
月
十
八
日

に
没
す
る
。
享
年
三
五
歳
。

二

真
田
幸
教
の
「
治
国
」
と
は
な
に
か

真
田
幸
教
が
国
を
治
め
る
た
め
、
こ
の
一
連
の
著
作
活
動
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
視

し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
制
度
や
典
刑
を
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
存
志
十
八
ヶ
条
（
１１
）
」
で
は
、
制
度
や
典
刑
が
な
け
れ
ば
、「
君
臣
位
顚
覆
致
し
」、
小

吏
が
「
君
上
之
位
ニ
安
シ
、
有
司
・
宰
臣
之
勢
を
盗
ミ
、
遂
ニ
は
亡
乱
と
致
し
」、「
君

上
之
勢
」・「
宰
臣
之
権
」
が
「
下
々
ニ
奪
レ
」、
有
名
無
実
と
な
っ
て
し
ま
う
。
も
し

「
有
名
無
実
、
木
隅
・
泥
塑
之
如
き
時
ニ
は
」
法
令
や
節
度
は
み
な
「
簒
滅
拭
逆
之
様

と
成
」
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
「
賢
良
之
腹
心
を
多

く
得
候
」
こ
と
が
「
治
国
之
要
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、「
治
国
候
」
こ
と
の
第
一
は
、「
賢
良
之
も
の
江
信
任
シ
不
疑
」、
万
民
の
心

を
掌
握
し
て
和
を
得
る
こ
と
、
第
二
は
官
職
・
階
級
を
分
け
、
制
法
を
厳
重
に
設
け
、

法
令
を
密
に
す
る
こ
と
、
第
三
に
職
掌
を
分
け
る
こ
と
、
第
四
に
「
褒
貶
予
奪
を
厳

ニ
」
す
る
こ
と
、
第
五
に
倹
約
・
省
略
な
ど
が
や
む
を
得
な
い
と
き
は
人
心
が
動
揺
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
第
六
に
「
出
納
虚
実
」
を
知
り
、「
私
曲
邪
謀
」

な
き
よ
う
に
す
る
こ
と
を
「
六
政
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
六
政
」

は
「
甚
六
ケ
敷
事
」
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
行
わ
な
い
と
き
、
国
家
は
た
ち
ま
ち
敗
亡

す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
「
六
政
」
と
同
様
の
も
の
が
幸
教
の
著
作
の
な
か
に
た
び
た
び
現
れ
る
。
例
え

ば
、「
八
政
（
１２
）
」
で
は
「
明
予
奪
／
考
時
勢
／
定
制
令
／
計
用
費
／
選
親
任
／
辨
正
邪
／

貴
機
密
／
正
名
分
」
が
挙
げ
ら
れ
、「
政
枢
畧
記
（
１３
）
」
の
序
文
で
は
「
仁
義
・
事
情
・
賞

罰
・
思
威
・
軽
重
・
計
商
」
の
六
つ
が
「
政
之
大
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、「
政
庭
微

茎
（
１４
）

」
の
序
文
で
は
「
形
勢
を
考
、
内
外
を
□
、
紀
綱
を
張
、
耳
目
を
明
、
内
奏
を
退
、

軍
用
を
議
、
簡
畧
を
要
、
士
心
を
励
、
土
地
を

」
す
る
こ
と
と
い
う
「
十
策
」
が

「
興
国
万
世
之
備
要
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
六
月
一
四
日
に

書
い
た
書
状
（
１５
）
で
は
「
衡
量
／
算
盤
／
規
縄
／
飯
椀
／
茶
匕
／
草
鞋
」
の
六
つ
が
「
国
家

大
事
可
心
得
事
」
と
し
て
、「
十
四
誡
遺
典

滋
野
幸
教
親
誌
（
１６
）
」
で
は
「
図
計
財
糧
以

備
縦
横
／
進
善
刑
奸
以
張
紀
綱
／
明
保
竈
踈
以
知
利
害
／
練
察
辛
甘
以
知
安
危
／
黜
遠

灯
苛
以
取
制
節
／
笑
赦
情
道
以
豊
情
道
／
明
照
挙
動
以
知
理
實
／
推
測
虚
實
以
計
民
利

／
考
極
本
末
以
断
事
務
／
抑
雍
庸
害
以
明
政
典
／
踈
遠
淫
逆
以
取
将
心
／
開
闔
褒
貶
以

厳
国
政
／
明
密
権
詭
以
務
利
争
／
撰
□
和
徳
以
獲
民
心
」
が
一
四
の
誡
め
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
国
家
を
治
め
る
う
え
で
心
得
る
べ
き
事
柄
と
し
て
列
挙
さ
れ
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て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
相
互
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

さ
ら
に
、「
存
志
十
八
ヶ
条
」
で
は
、「
賞
罰
之
要
」
は
難
し
く
、「
君
上
た
る
処
之

道
」
が
有
名
無
実
化
し
、
そ
の
「
道
」
が
宰
臣
へ
移
っ
た
さ
い
は
、
そ
の
国
は
「
宰
臣

之
国
家
ニ
し
て
君
上
之
国
家
ニ
は
無
之
」、
こ
れ
に
よ
り
奸
党
が
蜂
起
し
て
、
つ
い
に

は
国
家
が
滅
亡
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
「
伊
達
・
越
後
近
く
は
仙
石
騒

動
等
、
皆
其
騒
動
之
根
元
は
君
上
之
威
権
」
に
あ
る
と
伊
達
騒
動
・
越
後
騒
動
・
仙
石

騒
動
な
ど
、
そ
の
騒
動
の
根
源
を
主
君
の
威
権
が
「
閨
房
中
ニ
長
成
シ
、
国
家
危
難
之

事
」
を
怠
っ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
大
凶
之
亡
滅
等
は
尤
大
な
る
も
の
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
つ
づ
け
て
「
賢
佐
多
く
候
而
も
、
主
君
氏
□
愚
ニ
候
得
者
亡
滅
は

必
定
之
事
」
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
豊
臣
秀
頼
（「
此
例
秀
頼
等
也
」）
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
と
同
様
の
記
事
は
「
政
庭
微
茎
（
１７
）

」
に
お
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
で

は
、
但
馬
国
出
石
藩
で
お
き
た
仙
石
騒
動
の
記
事
を
「
仙
石
一
件
筆
記
略
抄
」
と
略
抄

し
、
陸
奥
国
仙
台
藩
で
お
き
た
伊
達
騒
動
の
記
事
も
「
仙
台
騒
動
大
概
書
取
」
と
し
て

筆
記
し
て
い
る
。
仙
石
騒
動
は
「
仙
石
騒
動
実
記
」・「
仙
石
家
一
件
」
な
ど
、
伊
達
騒

動
は
「
伊
達
騒
動
記
」・「
伊
達
厳
秘
録
」
な
ど
、
越
後
騒
動
は
「
越
後
騒
動
通
夜
物

語
」・「
越
後
騒
動
日
記
」
な
ど
に
よ
っ
て
広
く
読
み
継
が
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
記
事

は
、「
仙
石
左
京
一
条
、
為
後
鑑
書
取
」、「
是
等
之
事
成
敗
之
勢
不
知
候
而
は
不
成

事
、
依
而
為
後
鑑
認
送
候
」
と
、「
為
後
鑑
」
す
な
わ
ち
「
御
家
」
断
絶
と
な
っ
た
例

を
教
訓
と
す
べ
く
記
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、「
政
庭
遺
鏡
（
１８
）
」
で
は
「
秀
吉
・
勝
家
之
論
」
と
し
て
、
秀
吉
が
「
勝
家
死

亡
之
後
如
案
信
孝
を
弑
シ
、
信
雄
と
戦
ひ
織
田
斃
シ
奪
う
形
勢
ニ
候
故
ニ
小
牧
・
長
久

手
之
義
戦
有
之
候
、
是
を
以
秀
吉
之
所
行
見
候
ニ
国
家
永
久
ニ
可
伝
義
主
ニ
は
無
之
且

時
勢
を
得
天
下
も
掌
握
候
事
」
と
、
織
田
信
孝
・
信
雄
を
殺
害
し
た
行
為
か
ら
、
そ
れ

は
永
久
に
続
く
も
の
で
は
な
く
、
時
勢
に
よ
っ
て
天
下
を
掌
握
し
た
に
過
ぎ
な
い
た

め
、「
右
故
ニ
三
代
も
不
伝
、
徳
川
氏
之
天
下
と
成
り
申
候
事
」
と
、
豊
臣
家
は
三
代

も
続
か
ず
、
徳
川
家
の
天
下
と
な
り
、「
生
邪
必
滅
無
余
伎
天
理
ニ
と
存
候
」
と
結
ん

で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
幸
教
は
「
御
家
騒
動
物
」
や
軍
記
物
の
読
書
の
な
か
か
ら
教
訓
を
導
き

出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
１９
）
。

幸
教
は
、
国
家
を
治
め
る
た
め
に
、
制
度
や
典
刑
を
立
て
る
こ
と
を
重
要
視
し
、
そ

の
た
め
に
も
「
賢
良
之
腹
心
を
多
く
得
候
」
こ
と
が
「
治
国
之
要
」
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

そ
の
一
方
で
、
法
制
を
厳
密
に
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
煩
雑
と
な
っ

て
は
か
え
っ
て
人
心
が
背
く
根
源
と
な
っ
て
し
ま
う
と
も
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
法
と
は
典
に
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
典
と
は
「
心
ニ
好
ミ
て
定
候
ニ
は

無
之
、
衆
人
を
統
治
致
し
候
上
ニ
而
無
余
伎
定
候
事
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
衆
人
の
心
を
ひ
と
つ
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、「
一

和
」
と
は
昔
よ
り
決
し
て
「
衆
心
一
和
」（
衆
人
の
心
を
ひ
と
つ
に
合
わ
せ
る
）
と
な

る
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
く
、「
法
制
純
一
、
無
偏
、
中
道
之
和
徳
得
候
事
」
と
、
ど

ち
ら
か
一
方
に
偏
る
こ
と
な
く
、
中
道
の
和
徳
を
得
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
（
２０
）

。

こ
の
「
一
和
」
に
つ
い
て
は
、「
幸
教
御
書
下
（
七
ヶ
条
大
概
趣
意
（
２１
）
）」
に
お
い
て

「
乱
世
ニ
も
治
世
ニ
も
一
和
候
処
追
々
仁
政
も
被
行
候
」
と
、
乱
世
に
お
い
て
も
、
治

世
に
お
い
て
も
「
一
和
」
で
あ
れ
ば
追
々
仁
政
が
行
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、「
和
与
申
候
ハ
理
非
を
不
論
、
一
和
候
与
申
義
ニ
は
無
之
」
と
「
和
」
と
「
一

和
」
の
差
異
を
述
べ
、「
私
意
邪
心
を
除
き
我
人
与
も
上
下
其
処
を
楽
ミ
申
候
」
こ
と

を
「
一
和
」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
士
農
工
商
」
が
、
こ
の
「
一
和
之

道
」
を
公
正
な
立
場
（「
不
偏
」）
で
行
う
な
ら
ば
、
役
に
立
た
な
い
こ
と
な
ど
は
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

幸
教
に
と
っ
て
「
治
国
」
と
は
、
制
度
や
典
刑
を
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
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に
も
「
賢
良
之
腹
心
を
多
く
得
候
」
こ
と
が
「
治
国
之
要
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
考
え

は
、「
国
家
之
大
根
（＝

命
政
之
道
）」、「
国
家
を
治
め
候
根
元
」、「
国
を
治
め
候
道
」

と
し
て
、「
忠
勇
無
二
之
士
」
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方
法
を
作

る
こ
と
が
国
家
を
治
め
る
「
先
務
」
で
あ
る
と
論
じ
た
「
政
治
心
得
（
２２
）

」
と
同
様
で
あ

る
。そ

し
て
、「
賢
良
之
腹
心
」
や
「
忠
勇
無
二
之
士
」
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
制
度
や

典
刑
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
る
こ
と
な
く
、
中
道
の
和
徳
を
得
る
と
い
う
「
一
和
」

を
生
み
、「
衆
人
（＝

士
農
工
商
）」
が
そ
の
「
一
和
之
道
」
を
執
り
行
う
な
ら
ば
必
ず

役
に
立
つ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
制
度
や
典
刑
を
立
て
る
こ
と
は
、
藩
制
の
刷
新
の
み
な
ら
ず
、
藩
領
民

の
す
べ
て
―
藩
士
か
ら
農
民
・
町
人
・
職
人
な
ど
を
含
む
―
を
意
識
し
た
政
治
構
想
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
真
田
幸
教
が
な
に
を
考
え
、
な
に
を
構
想
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
意

識
・
思
想
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
著
述
活
動
に
注
目
し
た
。

病
身
ゆ
え
に
気
力
が
衰
え
、
直
接
藩
政
に
関
わ
れ
な
く
な
っ
た
幸
教
に
と
っ
て
、

「
御
家
」
存
続
の
た
め
に
著
作
を
行
い
、
著
作
を
通
し
た
建
策
を
企
図
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
な
か
で
、
国
家
を
治
め
る
た
め
に
、
紀
綱
と
賞
罰
を
立
て

る
こ
と
が
、
い
ま
の
藩
政
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
幸
教
に
よ
る
「
政
治
心
得
」、「
遺
訓
」、
著
作
な
ど
の
一
連
の
著
作
活
動

は
、
御
家
を
如
何
に
存
続
さ
せ
る
か
と
い
う
明
確
な
課
題
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
著
作
の
多
く
が
藩
主
就
任
間
も
な
い
時

期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
藩
政
を
執
り
行

う
た
め
の
施
政
方
針
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
御
家
」
意
識
が
醸
成

さ
れ
、
著
作
を
通
し
て
意
識
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
は
、
読
者
に
よ
っ
て
誤
り
や
不
正
の
有
無
な
ど
が
調
べ
ら

れ
、
の
ち
に
記
述
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
や
、「
一
覧
候
後
可
被

相
返
候
（
２３
）

」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
よ
り
読
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
れ
ら
の
著
作
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
史
料
空
間
の
な
か
に
存
立
し
て
い
た
の

か
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
著
述
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
る
幸
教
の
思
想
的
背
景
を
探
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
幸
教
は
ど
の
よ
う
に
し
て
自
身
の
思
想
を
形
成
し
て
き
た

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
松
代
藩
の
学
問
状
況
を
あ
き
ら
か
に
し
て

（
癖
）

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
幸
教
自
身
、「
文
武
文
武
与
口
辟
之
様
ニ

申
候
得
共
」、
基
本
的
に
は
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

「
忠
良
之
学
業
」
は
で
き
ず
、
つ
い
に
は
「
邪
賊
之
悪
人
ニ
相
成
り
申
候
」
と
述
べ

る
。
し
た
が
っ
て
、「
文
学
・
武
事
少
し
劣
候
て
も
其
業
�
真
心
之
誠
実
」
を
専
ら
に

す
れ
ば
「
奸
人
ニ
は
相
成
不
申
候
事
」
と
い
う
（
２４
）

。
松
代
藩
の
藩
校
で
あ
る
文
武
学
校

は
、
八
代
藩
主
幸
貫
が
水
戸
の
弘
道
館
に
な
ら
っ
て
計
画
し
、
九
代
幸
教
の
時
代
、
安

政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
完
成
し
た
。
藩
校
名
に
あ
る
「
文
武
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
幸
教
の
思
想
的
背
景
を
藩
の
学
問
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
問
う
て
み
た
い
。

註（
１
）
拙
稿
�
「
苦
悩
す
る
大
名
―
第
九
代
藩
主
真
田
幸
教
の
政
治
構
想
―
」（
渡
辺
尚
志
・
小
関
悠

一
郎
編
『
藩
地
域
の
政
策
主
体
と
藩
政
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、
拙
稿
�
「
物
言
う
大

名
―
松
代
藩
第
九
代
藩
主
真
田
幸
教
―
」『
歴
史
評
論
』（
第
七
五
四
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
２
）
こ
の
一
連
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
�
「
大
名
家
を
継
ぐ
―
松
代
藩
の
家
中
騒
動
と
養
子

相
続
―
」（
渡
辺
尚
志
編
『
藩
地
域
の
構
造
と
変
容
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
の

こ
と
。

（
３
）
真
田
家
文
書11-1-3-7-1

「（
年
未
詳
）（
幸
教
公
書
付
）」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。
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（
４
）
真
田
家
文
書8-1-13,14

「
議
政
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
５
）
佐
藤
宏
之
『
近
世
大
名
の
権
力
編
成
と
家
意
識
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
６
）『
松
代
町
史
』
下
巻
（
松
代
町
役
場
、
一
九
二
九
年
）。

（
７
）『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
幸
貫
は
松
平
主

殿
頭
忠
馮
の
七
男
幸
忠
を
養
子
と
し
た
が
ま
も
な
く
没
し
、
続
い
て
父
定
信
の
末
子
（
実
は

幸
貫
の
子
）
幸
良
（
幸
栄
）
を
養
子
に
迎
え
た
が
、
こ
れ
も
幸
貫
に
先
立
っ
て
没
し
た
た

め
、
幸
良
の
子
幸
教
に
家
督
を
継
が
せ
た
と
あ
る
。

（
８
）
真
田
家
文
書11-1-64-15
「（
年
未
詳
一
二
月
六
日
）
書
付
（
国
政
ニ
付
）」（
真
田
宝
物
館
所

蔵
）。

（
９
）「
幸
教
病
気
一
件
」『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
第
三
七
集

真
田
家
文
書
目
録
（
そ
の
２
）』

（
国
立
史
料
館
、
一
九
八
三
年
）
六
三
・
六
四
頁
。

（
１０
）
前
掲
注
８
参
照
。

（
１１
）
真
田
家
文
書11-1-3-2

「
存
志
十
八
ヶ
条
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
１２
）
真
田
家
文
書11-1-58-8

「
八
政
（
政
治
心
得
）」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
１３
）
真
田
家
文
書8-1-1

（3

）「
政
枢
畧
記
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
１４
）
真
田
家
文
書8-1-3,4

「
政
庭
微
茎
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
１５
）
真
田
家
文
書11-1-4-14

「
幸
教
書
状
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
１６
）
真
田
家
文
書11-1-8-12-1

「
十
四
誡
遺
典

滋
野
幸
教
親
誌
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。
同
館

所
蔵
の
真
田
家
文
書11-1-8-12-2

「
十
四
誡
遺
典
」
に
は
「
図
計
財
糧
備
縦
横
進
善
刑
賊
張

紀
綱
明
保
竈
踈
知
利
害
察
納
辛
甘
知
安
危
黜
遠
苛
取
氓
情
笑
談
情
利
知
深
浅
明
照
挙
動
知
實

理
推
測
虚
實
計
民
利
等
争
得
失
強
地
力
考
極
本
末
断
事
務
抑
雍
庸
害
明
国
勢
守
制
節
義
保
栄

道
開
闔
褒
貶
厳
政
典
明
密
詭
権
威
撫
冠
撰
和
和
徳
獲
民
心
踈
遠
嚥
婬
取
将
心
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

（
１７
）
前
掲
注
１４
参
照
。

（
１８
）
真
田
家
文
書8-1-7,8

「
政
庭
遺
鏡
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
１９
）
長
友
千
代
治
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
二
年
）、
拙
稿
�
「
読
み
継

が
れ
る
越
後
騒
動
」（『
一
橋
論
叢
』
第
一
三
四
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
拙
稿
�
「
続
・

読
み
継
が
れ
る
越
後
騒
動
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）。
拙
稿

�
・
�
で
は
、
越
後
騒
動
が
物
語
と
な
り
、
教
訓
書
と
し
て
読
ま
れ
た
姿
を
あ
き
ら
か
に
し

た
。

（
２０
）
前
掲
注
１１
参
照
。

（
２１
）
真
田
家
文
書11-1-40-4-1

「
幸
教
御
書
下
（
七
ヶ
条
大
概
趣
意
）」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

こ
の
史
料
の
冒
頭
に
は
、「
今
日
申
義
候
処
、
政
要
眼
目
之
処
は
、
事
物
皆
容
易
之
義
ニ
無
之

難
事
ニ
候
得
共
、
乍
去
格
別
思
慮
励
政
無
之
て
は
、
遂
ニ
往
々
後
代
非
常
之
節
ニ
至
り
、
乱

亡
？
は
致
し
方
も
無
之
ニ
付
而
は
、
何
分
ニ
も
此
ヶ
条
被
行
候
様
ニ
呉
々
も
致
し
度
存
候
」

と
、
こ
の
箇
条
に
し
た
が
っ
て
藩
政
を
執
り
行
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

を
し
な
い
と
後
代
に
な
っ
て
非
常
事
態
と
な
る
た
め
く
れ
ぐ
れ
も
執
り
行
う
よ
う
に
と
の
幸

教
の
願
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２２
）
真
田
家
文
書11-1-58-22

「
政
治
心
得
」（
真
田
宝
物
館
所
蔵
）。

（
２３
）
前
掲
注
２１
参
照
。

（
２４
）
前
掲
注
２１
参
照
。
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第１表 真田幸教の著作

史料名

八政（政治心得）

政治心得

政治心得

書下（政治心得）

政治心得

政治心得（三十一件）

書付（政事覚書）

書付（政事覚書）

遺訓 完

遺典 或家訓 追加下

幸教遺訓条目

遺詫一封（包紙上書）、遺訓政典、滋野幸教

遺訓条目、（幸教公）

政枢畧記

六議雑志自序並目録之巻

政庭微茎

政庭新志

政庭新志再集

政庭遺鏡

政庭語彙策

政庭筆談 員外蒐

政庭夜話

議政

議政 蒙学訓集

旧歳秘言

政鑑

図国全書

図国全書大典

政記

政堂枢機年表書記

国綱議策

存志十八ヶ条

閣内規則

閣内規則

備要栄策

備要栄策

（上書なし）

政務上之義存念書取 （幸教）

十四誡遺典 滋野幸教親誌

遺法典規（幸教）

幸教御書下（七ヶ条大概趣意）

年代

９月１１日

９月１１日

安政５年３月２９日

安政５年３月９日

安政４年閏５月２６日

安政６己未年６月日誌

安政丙辰３歳１２月６日

安政丙辰３年１１月８日

安政丙辰３年１１月１１日認置

２月１９日認

安政元年閏７月１０日

安政５年２月９日

干時安政５午鶏且既望作之

安政３年１０月～安政５年１１月

（７月）

（７月）

７月

（慶応元年）閏５月２１日

１０月１０日

安政４年７月９日

２月２４日

史料番号

１１－１－５８－８

１１－１－５８－１４

１１－１－５８－１５

１１－１－５８－１６

１１－１－５８－２２

１１－１－５８－３０

１１－１－６０－７

１１－１－６０－８

８－１－１２

８－１－４２

１１－１－９－８

１１－１－４４－１

１１－１－８４

８－１－１（３）

８－１－２

８－１－３，４

８－１－５

８－１－６

８－１－７，８

８－１－９

８－１－１０

８－１－１１

８－１－１３，１４

８－１－１５，１６

８－１－２３

８－１－３５，３６

８－１－３７，３８

８－１－３９

８－１－４０

８－１－４２～７３

１１－１－３－１

１１－１－３－２

１１－１－３－３

１１－１－３－４

１１－１－３－５

１１－１－３－６

１１－１－３－７

１１－１－７－２

１１－１－８－１２－１

１１－１－９－４－７

１１－１－４０－４－１

１

２

３

４

５

６

７

８

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１
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